【様式２】　　　個別課題発生時における意思決定能力のアセスメントシート
Ⅰ．概要
	本　人
	
	記入者
	
	本人との関係
	

	テーマ
(課題となる意思決定)
	

	過去の支援状況
	□【様式１】添付

	実施日
	　　　　年　　月　　日　　時　　分～　　時　　分　場所（　　　　　　　　　　）

	検討メンバー
	





Ⅱ．意思決定能力アセスメント
	前提（決定期限）
	意思決定の期限が迫っており、これ以上延長できない状態か？
□延長できない（期限：　　年　　月　　日まで）　
□延長できる　➡　【様式１】へ戻る。

	Ａ
意思決定を行う場面で通常必要と考えられる４要素につき満たされないものがあるか？

	□本人が関連情報について理解できなかった
□本人が関連情報について記憶保持できなかった
□本人が関連情報について比較検討できなかった
□本人が意思を表現できなかった
根拠：



	Ｂ
支援者側が上記期限までに実行可能な意思決定支援を尽くしたか？
	□期限までに可能な支援は全て尽くした
支援内容：



□実行可能な支援が残されている　➡　【様式１】へ戻る。


➡上記アセスメントの結果、
□Ａ・Ｂいずれも当てはまる（支援を尽くしても、意思決定を行う場面で通常必要と考えられる４要素のうち満たされない要素がある）
⇒本人は、その時点で、その課題について意思決定をすることが困難と評価される
[bookmark: _GoBack]　意思推定アプローチ（様式３）へ
　□それ以外
　　⇒意思決定支援に戻る（様式１）
【基本原則】
第２　本人が自ら意思決定できるよう、実行可能なあらゆる支援を尽くさなければ、代行決定に移ってはならない。
